
 

2023(令和 5)年度事業報告 

2023(令和5)年４月１日から2024(令和6)年3月31日まで 

 

特定非営利活動法人レスキューストックヤード 

1 事業実施の方針 

国の施策としてのコロナ対策は終わったが、むしろ元々の脆弱層への皺寄せは、もともと日本社会が抱

えている超高齢化や地域の希薄化の課題もあいまって、さらに追い打ちをかけている実態を次々に明らか

にしている。ましてや、この状態下で災害が発生した場合は、どう対応すべきなのか。答えはたやすくはな

いが、互いができることを見出そうとしてきたこの間の多様な支援主体との関係性は、必ず生かされるは

ずである。今年度もこうした関係性の強化に努めた。 
一方、13年目を迎える東日本大震災の七ヶ浜町の方々との教訓から学ぶ交流を促進し、愛知県被災者支

援センターやふくしま支援室の活動を通じて、ますます個別化・深刻化・複雑化する広域避難者への丁寧な

支援を継続した。3月11日前後に実施した、東北交流ツアーでは、若者らの熱い盛り上がりがみられ、こ

れからに期待を見出せた。警戒される南海トラフ地震はもとより、すでに今年度発災し、今後も懸念される

風水害では、こうした経験知や新たな賛同者も交えて、積極的な支援活動を展開した。 
他方、令和4年2月からのウクライナの国難により、国民が避難を余儀なくされ、この地域にも100人

以上が遥々来ている。当初、短期滞在のつもりが、現実には 1 年以上生活するに至っている方々がほとん

どである。恐怖や不安、怒りに加え、慣れない異国の地での暮らしは決してたやすいものではない。当法人

のこれまでの災害対応や広域避難者支援の経験知やノウハウを生かし、引き続き「あいち・なごやウクライ

ナ避難者支援ネットワーク」に参画し、その事務局を務めた。 

防災・減災啓発活動、講演依頼や集客イベントは再開されるものや新規依頼、自治体からの委託事業も含めて、

「災害時にも助け合える社会」をめざし、積極的に取り組む。 

2024 年正月に発生した能登半島地震への対応については、2007 年能登半島地震で支援に入り、その後も互い

の交流を継続している「穴水町」に3日より現地入りした。前回とは比較にならない甚大な被害を目の当たりに

し、組織的・継続的・長期的な支援活動を展開している。 

 

2 事務局体制 

【名古屋事務局】専従職員5名、嘱託職員4名、アルバイト8名、交流人材1名 

【愛知県被災者支援センター】派遣嘱託職員1名、派遣アルバイト2名 

 

3 事業の実施に関する事項 

（1） 特定非営利活動に係る事業 
被災者支援事業 

事業名 主体・協働先 事業内容 

緊急救援 RSY 

5月5日に発生震度6強を記録した能登半島群発地震支援 

石川県珠洲市支援 

・1陣5月7‐11日（浦野・松井）。2陣5月15-19日（浦野・松

井・稲垣・椿・山口／15-16日栗田）。3陣5月23-26日（浦野・

稲垣・椿・岡田）。4陣5月29-6月1日（浦野・稲垣・椿・伊東）

派遣。5陣 6 月 5-8日(浦野、稲垣、椿、伊東)。6陣 6月 19‐

21(浦野、稲垣、種村)。7陣 6月 27-29日(浦野、松井)。8陣 7

月10-12日(浦野、稲垣)。9陣7月16-18日(栗田、浦野、稲垣)10

陣7月25-27日（浦野、稲垣）。11陣9月19-22（浦野、稲垣）。

12陣 10月 23-25（浦野、稲垣）。13陣 11月 30-12月 1日（浦

野、稲垣） 

 



 

・活動内容は、①市保険医療福祉調整本部「生活サポート部会」

による要配慮者世帯アセスメント、罹災証明書申請支援②市民児

協＋支援Ｐによる要配慮者宅への「うるうるパック」配布支援③

市災害ボラセンによるローラー支援⑤公的制度や家の修繕に関

する相談会運営支援などを実施⑥10 月 1 日開所「珠洲市地域さ

さえ愛センター」立ち上げサポート、要配慮者困難事例への対応

など 

台風2号水害 

・6月4日栗田・浦野が先遣隊として豊橋市→豊川市→岡崎市を

巡回。5日浜田・秀島資機材運搬岡崎、豊橋。7日、栗田・加藤

（RSY 看護師チーム）・藤野氏（チームふじさん）で豊橋市床上

浸水世帯への個別支援を実施。13 日個別支援（宇野、加藤、山

口、藤井、）21日（浜田、加藤、山口、藤井、）28日(宇野、加藤、

山口、藤井、浜田)、7月5日（宇野、加藤、山口、藤井、若月） 

12日（宇野、加藤、山口、藤井、後藤）19日(宇野、加藤、山口、

藤井)8月2日(栗田、加藤、浜田) 

・2024年 1月 1日に発生した能登半島地震・石川県穴水町を中

心に支援（各陣4～5名程度） 

① 避難所環境改善・運営サポート、炊き出し、足湯ボランティ

ア②要配慮者の特定と看護・福祉的ケア③在宅避難者の個別

訪問④町・社協・ＲＳＹ等外部支援者との3者会議への参加

（毎週火曜日 17時より）⑤ＲＳＹとつながりのある他団体

からのボランティア受け入れ⑥被災高齢者等把握事業・穴水

町の調整窓口の受託（3月末日までに約1,000世帯を訪問。

うち約 100世帯が要継続見守り対象者）週 1回住民福祉

課、子育て健康課、住民福祉課、社協と共に個別ケア会議

を実施。⑦2月 29日より仮設住宅の入居開始。社協と共

に（１）入居後1週間の常駐・お困りごとの即時対応（２）

集会所・談話スペースの整備（３）足湯やサロン等の集い

の場づくり（４）個別訪問等を実施。（５）収納棚プロジ

ェクト（仮設内収納据スペース拡張を目的。希望者に1世

帯2本まで無料取り付け）（６）まごころ表札プロジェク

ト（石川県産の木材を使用。町内の子どもたちを中心に希

望者に手作り。お届け・取り付けまで対応） 

第1陣：1月3日(水)～12日(金)・第2陣：1月4日(木)～10日

(水)・第3陣：1月 11日(木)～15日（月)・第4陣：1月 15日

(月)～19日(金)・第5陣：1月18日（木)～23日（月)・第6陣：

1月22日（月)～27日(土)・第7陣：1月27日(土)～31日(水)・

第8陣：1月30日(火)～2月3日(土)・第9陣：2月2日(金)～

6日(火)・第10陣：2月5日(月)～9日(金)・第11陣：2月8日

(木)～12日(月)・第12陣：2月11日(日)～15日(木)・第13陣：

2月14日(水)～18日(日)・第15陣2月17日(土)～21日(水)・

第 16陣2月 20日(火)～24日(土)・第 17陣2月 23日(金)～27

日(火)・第18陣2月26日(月)～3月1日(金)・第19陣2月29

日(木)～3月4日(月)・第 20陣3月3日(日)～7日(木)・第 21

陣3月6日(水)～10日(日)・第22陣3月9日(土)～13日(水)・

第23陣3月12日(火)～16日・第23陣3月15日(金)～19日。

第 24陣 3月 18日(月)～22日(金)、第 25陣、26陣は拠点引っ

越しのためキャンセル。第27陣3月27日(水)～31日(日)、3月

30日(土)～※以降もGW明けまでは帯派遣を実施 



 

・震つなでの対応（5 月能登半島地震/会員団体活動調査,6 月 7

月の大雨被害/水害冊子送付・資機材貸し出し,台風 13 号/水害

冊子送付・9月10・11日茨城県高萩市での先遣活動・9月23日

高萩市での活動・資機材貸し出し, 令和6年能登半島地震/1月

4日-15日石川県珠洲市を中心に先遣活動・会員団体活動調査・

珠洲市災害NPO等連絡会議運営サポート・資機材の貸し出し） 

・能登半島地震避難者支援ネットワークあいち（事務局 RSY）」

の設置。愛知県被災者支援センターでつながった愛知県弁護士

会・愛知県司法書士会・愛知県臨床心理士会などに参画呼びかけ、

愛知県との協議で本人同意を得て個別訪問等を企画中 

「うるうるパック」事業 

災害ボランティ

ア活動支援プロ

ジェクト会議

（支援P） 

資機材倉庫活用事業 

能登半島群発地震による被災地支援として、石川県珠洲市に

1100パック発送。市民児協を通じて要配慮者世帯へ配布。 

6月末からの大雨による被災地支援として、山口県美祢市に150

パック発送。災害VCを通じて被災世帯へ配布。 

7月15日に発生した大雨による被災地支援として、秋田県秋田

市に500パック分の物資発送。災害VCを通じて被災世帯へ配布 

台風13号による被災地支援として、福島県いわき市へ1000パ

ック発送。災害VCを通じて被災世帯へ配布 

令和6年能登半島地震による被災地支援として、石川県12市町

へ1244パック発送。みなし仮設入居者へ配布。 

東日本大震災関連 

ネットワーク 
 

■東日本大震災支援全国ネットワーク(JCN)への参画、「ケース

マネジメント推進会議」への参加■愛知県被災者支援センター

(愛知県委託事業/事務局担当) ■東日本大震災被災者支援ボラ

ンティアセンターなごやへの参画（運営会議への参加） 

県外避難者支援 RSY 愛知県被災者支援センター業務・福島県受託事業の運営、活動

を通じて繋がった被災者を対象に、サロン活動など。 

福島県県外避難者への

相談・交流・説明会事業 

ふくしま連携復

興センター 

■福島県から岐阜・三重の２県に避難している方の帰還や定住等

の生活再建に向けた相談窓口の開設(平日10：00～18：00)。相

談件数16件(4月～3月合計)主な内容：帰還,賠償,健康,就職等

■避難先での交流会・相談会の開催：岐阜交流会7月2日みどり病

院開催、避難者7世帯23名,その他支援者11名参加。三重交流会

11月5日サンライフ伊勢開催、避難者2名参加（2名ｷｬﾝｾﾙ）その

他支援者3名参加。■避難者宅戸別訪問：岐阜６世帯、三重３世帯

個人面談：岐阜２世帯,三重１世帯。 

福島県ふるさとふくし

ま交流・相談支援事業 
★福島県助成金事業 

RSY 

■福島県内 交流相談会（11月11-12日いわき市開催）参加避難

者8世帯15名（愛知4世帯7名,岐阜2世帯6名,三重2世帯2

名）、他支援者,スタッフ10名、計25名参加。 

周年 
RSY・各地の被災

地 

■阪神・淡路大震災（能登半島地震対応で現地参加は中止） 

■東海豪雨水害を語り継ぐ集い・9月11日@西区あし原公園 

■東日本大震災等の行事（能登半島地震対応で現地参加は中

止・3.11若者ツアーとしては3月12日七ヶ浜町を訪問） 

復興支援 RSY 

■被災地復興イベント支援■被災地と被災地をつなぐ。 

■佐賀県武雄市NPO法人みつわ「防災プログラム」企画・運営

サポート 

・4月16日（浦野・加藤）、6月25日（浦野・椿）、10月15日

（浦野・椿）派遣 

・災害備蓄用「個人BOX」の設置、食や避難行動に関する防災

ワークショップなど、一般社団法人「おもやい」と協働 

 



 

東日本大震災犠牲者追悼

式(名古屋市内で実施) 

東日本大震災犠牲

者追悼式あいち・な

ごや実行委員会 
実行委員会に参画。 

WITHコロナ生活応援・が

んばれ新入生・進級生！ 

（FOR子ども支援基金） 

RSY 
新たにつながった避難者には随時案内（2023年度応募実績0

件） 

コロナ禍緊急対応「NPO

おたがいさま会議」 

 

日本福祉協議機

構 

■コロナ禍でもできることを探すため、NPOと多様な支援セク

ターとをつなぐ「NPOおたがいさま会議」に参画。3月20日

101回目の会議＝延期＝ 

 

ウクライナ避難民支援

（全般） 

あいち・なごや

ウクライナ避難

者支援ﾈｯﾄﾜｰｸ 

■あいち・なごやウクライナ避難者支援ﾈｯﾄﾜー ｸ参画・事務局 

■JUCA事務所貸与・連携 

■名古屋市「支援登録窓口」受託 

■名古屋市・JUCA・RSY避難者支援検討会議の実施 

ウクライナ避難民に対す

る生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ及び

支援ﾈｯﾄﾜｰｸの運営 

★日本財団助成 

RSY 

■ウクライナ避難民に対する支援ﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業 

支援団体や自治体等との連携促進や情報共有会議の開催など 

情報共有会議実施(4月25日、5月22日、6月27日、7月24

日、8月21日、9月27日、10月20日、12月4日、1月26

日、2月22日、3月27日 実施) 

■自治体等訪問(4月14日、5月9日、5月23日、5月30日、6

月16日、7月7日、7月14日、8月1日、8月8日、11月28

日、12月4日、2月29日) 

■ウクライナ避難民に対する生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業 

個別訪問や面談、相談対応、交流会の開催など 

■大交流会・相談会（11月18‐19日実施） 

■SNS・HP等で、避難者と支援者に向けた情報発信 

県外避難の子ども・若者

エンパワメント支援事業 
★WAM助成金事業 

RSY 

■東日本大震災で、東海3県に避難している子ども・若者対象の

語り合いの場の開催（4月23日、7月2日、7月4日、8月30

日、10月31日、11月30日、12月7日、12月28日、1月12

日、1月27日、2月12日、2月16日、2月28日、3月8日）■

3.11東北交流ツアーの実施（3月11日～13日） ■経験を伝え

る集いの開催（5月21日、8月22日、2月10日、3月27日） 

調査研究･出版事業 
事業名 主体・協働先 事業内容 

大学連携 名古屋大学 名古屋大学減災連携研究センター社会連携推進会議委員 
大学連携 名古屋工業大学 高度防災工学センターとの連携事業（7月28日スポット講師） 

大学連携 藤田医科大学 
■防災教育センターとの連携（防災士養成研修会講師5回・関

連会議参加・能登半島地震支援）■愛知淑徳大学CCCコラボメッ

セ12月17日出展 
人材交流・ネットワーク推進事業 

事業名 主体・協働先 事業内容 

会員寄附拡大 RSY 
賛助会員、寄附者拡大施策（Give one,モノドネ, Give2Asia）。
ボランティアの拡大も含む。HPリニューアル 

RSYボランティアDAY RSY 

■ボランティア活動 

うるうるパック化作業/あそぼうさいブース/倉庫整理/募金等。 

5月19日/大口町倉庫/6名/うるうるパック化作業 

5月27日/ヒサヤオオドオリパーク/10名/もしもフェス名古屋

ブース運営 

5月28日/ヒサヤオオドオリパーク/12名/もしもフェス名古屋

ブース運営 



 

5月29日/大口町倉庫/8名/うるうるパック化作業 

7月6日/名東倉庫/7名/資機材搬出作業 

7月16日/名東倉庫/6名/資機材搬出作業 

7月17日/大口町倉庫/6名/うるうるパック化作業 

7月28日/大口町倉庫/7名/うるうるパック化作業 

8月31日/名東倉庫/5名/資機材搬入作業 

9月20日/名東倉庫/3名/資機材搬入作業 

9月28日/名古屋事務所/12名/水害冊子修正・ウクライナ支援

物資小分け・家具組み立て等 

10月19日/大口町倉庫/5名/うるうるパック化作業 

10月27日/大口倉庫/5名/うるうるパック化作業 

10月31日/名古屋事務所/4名/会報発送作業・ウクライナ支援

物資整理等 

11月27日/4名/定期便・講習会チラシ発送作業 

12月10日/6名/ヒルズウォーク徳重/あそぼうさい・まなぼう

さいブース運営 

12月26日開催/会報発送作業等 

1月1日/15名/熱田神宮/元旦募金 

1月6日/70名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

1月7日/60名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

1月8日/53名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

1月10日/15名/名東倉庫/資機材搬出作業 

1月20日/14名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

1月27日/24名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

3月2日/7名/栄三越ライオン像前/街頭募金 

3月13日/7名/大口町倉庫/うるうるパック化作業 

3月15日/7名/大口町倉庫/うるうるパック化作業 

名古屋ネット 名古屋市など 
■なごや災害ボランティア連絡会／なごや防災ボラネット参画

■三者合同研修企画参画■名東倉庫資機材分散管理 

愛知県ネット 愛知県など 

■愛知県防災会議・同幹事会出席■防災のための愛知県ボランテ

ィア連絡会・定例会議、愛知県災害支援のためのボランティア等

情報共有会議代表幹事・幹事会事務局）内閣府「官民連携モデル

事業参画」■あいち防災協働社会推進協議会定例会出席■愛知県

防災啓発施設WG・人材育成サブWG（あいち・なごや強靱化共創セ

ンター）■防災人材交流シンポジウムつなぎ舎  

岐阜県ネット 岐阜県など 

■岐阜県災害ボランティア連絡会・岐阜県災害ボランティア連

絡調整会議・岐阜県災害ボランティア支援協議会（座長）・避難

所及び在宅避難者支援ボランティア検討会（座長）■清流の国

ぎふ防災･減災センターコーディネータ委嘱・コーディネータ会

議・げんさい楽座への参画（6月26日・講師に永野弁護士、2

月26日能登半島地震を企画・運営）■岐阜県防災リーダー育成

研修講師■1月26日シニア災害ボランティアシンポジウム参画

等■みのかも定住自立圏首長・ビジョン懇談会委員 

東海圏ネット 
静岡県ボランテ

ィア協会など 
静岡図上訓練等委員会参加 

全国ネット 
全国のNPO・NGO・

社協・企業など 

■東日本大震災支援全国ネットワーク(JCN)代表世話人■災害ボ

ランティア活動支援プロジェクト会議(支援P)委員（JVOADとし

て幹事）■震災がつなぐ全国ネットワーク(震つな)事務局担

当・代表・事業担当■認定NPO法人全国災害ボランティア支援

団体ネットワーク（JVOAD）代表理事・運営委員・避難生活改善



 

に関わる専門委員会担当 

復興庁ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業 JCN 

東北の課題に対する知見を生み出す事業の運営支援 

当事者ﾈｯﾄﾜｰｸの構築事業の運営支援 

3月4日3.11今が分かる会議・地域活性化・12日・同・地

域コミュニティ開催@オンライン 

中日サバイバルキャンプ 中日新聞事業部 監修と運営協力。10月21—22日実施 

あそぼうさいまなぼうさい RSY 子ども・家族連れ向け防災イベントを大型SCや公園で開催。 

社会見学・学生インタビュ

ー、インターン受け入れ 
RSY 

中学生の社会見学、高校生インターン、大学生インターン受

入れ（派遣斡旋：アスクネット、ドットジェーピー等） 

養成講座・研修事業 
事業名 主体・協働先 事業内容 

みずから守るプログラム 愛知県 

■市町村自治会からの依頼により避難行動訓練や手作りハザ

ードマップの作成などを受託し、伴奏支援する 

安城市桜井北町内会の大雨行動訓練実施6月18日 

7月2日に安城市秋葉町内会の大雨行動訓練実施 

安城市城向町内会の手づくりハザードマップ作成11月19

日・12月17日 

安城市上条町内会の手づくりハザードマップ作成11月19

日・1月17日 

安城市西尾町内会の手づくりハザードマップ作成1月13

日、2月4日 

災害ボランティア支援

職員スキルアップ研修 
岐阜県 

災害ボランティアセンター運営支援者研修等業務 

11月29日・12月14日・1月11日 

中学校防災講演会 大府市 
市内中学校4校を対象とした講演会。 

10月5日・20日・11月10日・12月7日 

中学生への防災学習 名古屋市南区 中学校を対象とした講演会およびワークショップ。 

防災ネットきずこう会

支援 
高浜市 

防災ﾈｯﾄﾜｰｸ支援事業 

基礎編8月26日、2月16日職員向け～避難所編及び防災リー

ダー向け防災研修会避難所、2 月 26，27 日職員向け研修会～

朝倉市職員を招へい@オンライン 

災害ボランティアコー

ディネーター養成講座 
瀬戸市 

災害ボランティアに関わる講演会、WS 

9月30日実施、約35名が参加。 

減災まちづくり研究会

運営支援 
安城市 

減災まちづくり研究会の企画・運営、運営委員会 

運営委員会5月31日・6月22日・8月25日・12月18日、研究会

7月19日・9月22日・1月22日、減災まちフェスタ3月9日 

各務原市防災ひとづく

り講座 
岐阜県各務原市 地域の防災リーダーの養成(11月18日、25日実施、17名修了) 

瑞穂市防災リーダー研

修会 
岐阜県瑞穂市 

市内自主防災会対象の講演会：7月30日実施 

市内防災士等を対象にした避難所運営リーダーの養成と受講者

による組織づくり実施11月3日・1月14日・2月25日 

災害ボランティアコー

ディネーター養成講座 
岐阜県瑞穂市社協 

市民を対象にした災害ボランティアコーディネーター養成講座。 

・8月27日、9月2日実施。各15名程度が参加 

災害ボランティアコー

ディネーター養成・フォ

ローアップ講座 

名古屋市 

災害ボランティアコーディネーター養成講座。37期（9月24,30

日、10月7日）実施。38期（2月3、10，11日）、フォローアップ

講座（12月23日）。 

災害ボランティアコー

ディネーター養成講座 
岐阜県関市社協 

市民を対象にした災害ボランティアコーディネーター養成講座 

2月9日・15日 能登半島地震対応のため延期 

災害ボランティアコー

ディネーター養成講座 

株式会社デンソ

ー 

社員を対象にした災害ボランティアコーディネーター養成講座 

2月17日 



 

名古屋Shake Out 
名古屋 Shake 

Out実行委員会 

周辺の産官学民の有志が集い、Shake Out防災訓練を実施。 

オンライン事前勉強会8月9日。訓練9月11日。11月2日事

後報告会 

違いを共に生きる・ﾗｲﾌﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ 愛知淑徳大学 講師受託（講演録画作成） 

災害時活動支援論・災害

時活動支援演習 
愛知淑徳大学 

災害時も平常時も、困っている人を見つけ、自分にできることを

考え、周囲と協働しながら解決のために行動に移せる意欲と具体

的な方法を身に着けるための対面授業。 

・災害時活動支援論15コマ（5月12日、19日、26日、6月2

日、9日、16日、23日、30日実施。4名が受講） 

・災害時活動支援演習15コマ集中講義（8月21日～23日で「RSY

災害ボランティア研修」と兼ねて実施。3名が参加） 

学生ボランティア講座 愛知淑徳大学 愛知淑徳大学のｺﾐｭﾆﾃｨ･ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰへの協力 

災害時の食支援 RSY 

災害時の食の支援を目的に「災害時の食生活応援ボランティア

育成研修」を企画運営。災害は被災地での炊き出し、平時は近

隣地域にて地域の繋がりづくりに関わる人材確保を目的に「あ

ったかごはん食堂」を開催。生活共同組合連合会アイチョイ

ス、コープあいちと連携。（8月23日実施。地域住民を注視ん

い東区社協、民生委員ら合わせて23名、ウクライナ避難民8名

が来所）。12月24日NPO法人名古屋里親の会こどもピース、1

月28日地域生協とのコラボ企画＝延期＝。 

災害時外国人支援活動

講座 

愛知県多文化共

生推進室 

大災害時に外国人対応に携わる自治体職員や国際呼応流協会職

員、社協職員向けに、多文化防災への理解を深める講座。 

オンデマンド講座、12月19日研修会実施。36名が参加 

広報関連事業 
事業名 主体・連携先 事業内容 

あるある(機関紙) RSY 
年5回発行。ボランティアによる「編集会議」実施（週一

回）。会員、その他関係機関などを対象に約600部。 

Web RSY ブログ、ツイッター、フェイスブックによる情報発信 

各種委員会・検討会等 
依頼元 内容 

内閣府等 

■防災教育チャレンジプラン実行委員会■「多様な主体間における連携・協働に

よる『避難生活支援・防災人材育成エコシステム』構築の具体化に向けた検討会」

座長・同研修カリキュラム検討チーム（JVOADとして栗田・RSYとして浦野、10市

町村×2日間の研修会企画・運営を担当）■官民連携検討会・（JVOADとして栗

田）■「避難者支援のあり方検討会」（JVOADとして栗田・RSYとして浦野） 

愛知県 

■防災のための愛知県ボランティア連絡会(栗田・浜田)・愛知県災害支援のため

のボランティア等情報共有会議（同・栗田代表幹事） ■愛知県防災対策有識者懇

談会(栗田) ■あいち防災協働社会推進委員会(栗田)■愛知県防災会議（栗田）・

同幹事会(浜田) ■愛知県防災人材のあり方検討会(栗田) ■愛知県みずから守る

プログラム有識者会議委員(栗田) 

岐阜県 

■清流の国ぎふ 防災・減災センターコーディネータ（栗田） 

■岐阜県災害ボランティア連絡会･岐阜県災害ボランティア連絡調整会議・岐阜県

災害ボランティア支援協議会、岐阜県災害ボランティア総括コーディネータ（栗

田）■関市災害ボランティア連絡調整会議（浦野） 

名古屋市 
■なごや災害ボランティア連絡会(栗田・浜田) ■地域福祉に関する懇談会（栗

田）■名古屋市災害対策実施計画の策定に関する有識者懇談会■（浦野） 

岐阜県美濃加茂市 みのかも定住自立圏首長・ビジョン懇談会委員（栗田） 

名古屋市みどりの協会 戸田川賢人会委員（浦野） 

愛知県社協 市町村社協災害対応支援部会(浜田) 



 

中央共同募金会 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議委員(浦野)・幹事（JVOADとして栗田） 

静岡県ボランティア協会 南海トラフ巨大地震等に備えた災害ボランティアネットワーク委員会（浦野） 

日本災害復興学会 理事（浦野） 

岡崎市 岡崎市防災会議委員（浦野） 

非常勤講師 
依頼元 内容 

至学館大学 人間力形成Ⅵ（災害・救援系）(栗田) 
岐阜大学 防災リーダー育成講座（栗田） 
愛知医科大学 災害看護学（栗田・浦野） 

被災地スタディツアー事業 
事業名 主体・連絡先 事業内容 

スタディツアー RSY  

収益活動に係る事業 
事業名 事業内容 

印刷代 輪転機・コピー機の有料使用 

書籍販売 冊子「避難所運営の知恵袋・改訂版」 

物品販売 耐震DVD/防災紙芝居の販売。 

防災用品の開発・販売 防災教材(紙ぶるる等) 

 
※令和5年度「防災功労者防災担当大臣表彰」（栗田） 
 
会議の開催に関する事項 

会議名 日程 時間 場所 議題 
総会 

通常総会 6月18日 15:00～16:00 久屋事務所 
 

① 2022(令和４)年度事業報告の承認 
② 2022(令和４)年度決算報告の承認 
③ 2023(令和５)年度事業計画の議決 
④ 2023(令和５)年度予算の議決 
⑤ 理事の報酬等の議決 
⑥ 役員改選 

理事会 
第1回 
理事会 

6月9日 15:00～17:00 久屋事務所 
 

① 2022(令和４)年度事業報告案・決算案 
② 2023(令和５)年度事業計画案・予算案 
③ 役員の選任について 
④ 役員報酬規程について 

第2回 
理事会 

9月15日 15:00～17:00 久屋事務所 
 

① 事業進捗報告、予算執行状況 
② 各理事からの近況報告 

第3回 
理事会 

12月15日 15:00～17:00 久屋事務所 
 

① 事業進捗報告、予算執行状況 
② 各理事からの近況報告 

第4回 
理事会 

2024年 
3月22日 

15:00～17:00 久屋事務所 
 

① 事業進捗報告、予算執行状況 
② 賞与・人事について 

評議員会 
第1回 
評議員会 

2024年 
2月16日 

19:00～20:30 久屋事務所 
 

① 事業進捗報告、予算執行状況 
② 評議員各位よりご意見・ご助言 

 
 


